
 

 

 

 

     

 

 

 

 

校長  本田知史 

だて支援学校は３年目を迎えます。高等部卒業生は、１期生、 

２期生合わせて１８名は、伊達地域において、本校で学んだことを

生かして自分らしく地域の一員として過ごしていることと思います。 

創立から２年間で約７６０人を超える見学者、内覧者の方々がお

見えになりました。施設の素晴らしさ、きれいさばかりでなく、そこ

で元気に笑顔で学ぶ児童生徒や、かかわる教職員についてもお

褒めの言葉をたくさんいただきました。 

さて、令和６年度は小学部１０名、中学部１３名、高等部１３名の新入生を迎え、小学部１７学級・４４

名、中学部８学級・３０人、高等部９学級・３７人、計３４学級・１１１名の児童生徒の在籍になります。ひ

とりひとりの良さを認め合い、一人ひとりの夢の実現のために教職員一丸となって、保護者さん、関係

機関の皆様と連携しながら、最大限の力を尽くしてまいります。 

今年度は学校経営運営ビジョンに、高等部生徒会役員が児童生徒の意見を踏まえて策定した、

【児童生徒の願い】として「みんなが 自ら あいさつできる 明るい学校」 を加えました。気持ちの良

いあいさつから１１１人それぞれの進路を目指すことを願うばかりです。 

開校初年度同様、３年目も、キャリア支援部では精力的に関係先訪問を実施し、伊達地域の企業、福

祉事業所、行政機関等と連携を密にします。子どもたちの進路、夢、希望、笑顔のため保護者の皆様

と協力しながらキャリア教育を進めて参ります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

高等部主事 香取里美 

今年度の「前期産業現場等における実習」は、昨年より９日早い６月１０日（月）～２１日（金）にな

ります。１年生を中心とした校内での実習と、２、３年生を中心とした校外での実習となります。 

  校内での実習は、昨年同様ソーシャルサービス班、フルーツキャップ斑の活動となります。また、校

外での実習は、２、３年生が企業や福祉サービス事業所の御協力のもと、１１社の企業と１０か所の福

祉サービス事業所で実習を実施させていただく予定です。 

  働くことや生活することの大切さについて、日々の授業で学んだことを、産業現場等における実習

で実践し、自分の適性や課題を改めて確認して、その後の学校生活において、自立と社会参加を目

指した適切な進路選択ができるようにします。 

保護者の皆様には、お子様の進路実現に向け、お子様本人が自己選択、自己決定できますよう、

対話を通じて理解を深める機会としていただければと思います。また、励ましの言葉や実習に際しまし

ての御協力をお願いいたします。 

高等部産業現場等における実習が始まります 

～社会参加に向けて～

進路だより 第１号 

令和６年６月７日発行 

だて支援学校キャリア支援部 

校長あいさつ 

 



 

 

 

 

 

 

だて支援学校高等部では、将来の職業生活や社会生活を見据え、地域社会と繋がり、地域社会へ貢

献できる作業学習を目指し学習を展開しています。 

クリエイティブサービス班では、主に革工製品、手工芸製品の製作を行っています。使いやすさ、デザイ

ンなどについて意見を出し合いながら、製品開発に取り組み、一つ一つ丁寧に仕上げています。革製品で

は、伊達地区ならではの材料として、駆除されたイノシシの革も材料として使っています。また、伊達市役所

での販売会や学習発表会での販売活動を通して、「お客様が求める製品」について考えながら取り組ん

でいきます。また、お客様に喜んでいただき、達成感を感じる経験を重ねることで、将来に向けて「働く意欲」

を高めることにつなげていきます。 

高等部アクティブサービス班では、今年度は生徒たちが何を学ぶのか明確に、自ら課題を解決する方

法を考えたり、地域社会の人たちに自分のたちの技能を活用して貢献する方法を考え、実践したりする学

習を展開しています。具体的な活動内容は２つの作業種があります。１つ目は清掃・リサイクル作業です。

安全に、正確な作業を実践するための方法を学んでいきます。その身に付けた力を伊達市役所様や伊達

市スポーツ振興公社様に御協力をいただいて地域の中で発揮し、貢献することのよさや意義を感じること

ができるようにしていきます。２つ目は農園芸作業です。今年度は福島県県北農業事務所伊達農業普及

所様より年間を通して、外部講師をお招きして専門的な知識を学びながら、よりよい作物を育てるために

大切なことを学んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業学習紹介 

＜高等部＞ 

高等部進路希望調査の集計結果から 

 高等部第１回進路希望状況（全３７名） 

希 望 内 容 １年

(人) 

２年

(人) 

３年

(人) 

合計希望数

(人) 

希望率(％) 

進学 ０ ０ ０ ０ ０ 

企業就職 ２ ２ ８ １２ ３２．４ 

福祉就労 ６ ４ ３ １３ ３５．１ 

どのような進路を選

択するか考慮中 

５ ５ １ １１ ２９．７ 

その他 ０ １ ０ １ ２．７ 

未提出 ０ ０ ０ ０ ０ 

 



５月２３日（木）に「先輩の話

を聞く会」を開催しました。高等

部・中学部の生徒と保護者の方

に参加していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 ２年２組  S・Y  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「先輩の話を聞く会」には、小学部から高等部まで多くの保護者の

方にお越しいただきました。保護者の方々よりたくさんの御感想をお

寄せいただきましたので、一部紹介させていただきます。 

〇実際の就労の様子を見たり聞いたりすることが一番勉強になります。

まだまだ先のことかもしれないですが、先の見えない不安は常にあ

りますので、このような機会があり大変ありがたいです。事業所の

方からのお話も大変ありがたかったです。 

〇今回のお二人のお話を聞かせていただいて、とても楽しく仕事をしているなと感じました。自

分に合った仕事、好きな仕事を見つけ続けられるよう、息子と一緒に頑張ろうと思いました。 

 

  

                                                             

お忙しいところ本当にありがとうございました。児童生徒がよりよい未来に向かって進んでい

けるように御家庭と連携していきたいと思いますので、これからもよろしくお願いいたします。 

５月２３日に行われた、令和６年度先輩の話を聞く会に参加しました。昨年度に引き続き、２回目の参加でした。１

年生のときには、先輩の話を聞いても漠然としていて、自分のこととして考えることができませんでした。今年度は１

年間、進路について学習してきたことで、自分の生活やこれから始まる実習との繋がりについて考えながら話を聞

くことができました。お話いただいた先輩方は、私たちが今学校で学んでいることを実践していることがわかりまし

た。 

 私が先輩の話を聞く会に参加して特に印象に残ったことは、２つあります。 

 １つ目は、佐藤伊吹先輩のお話にあった体調管理についてです。私は、中学校２年生の後半から中学校３年生に

かけて、あまり学校に通うことができませんでした。その中で、高等部に入学し、休まないことを意識して欠席を減ら

すことができるようになりました。今回、佐藤伊吹先輩のお話を聞いて、休まないことが新しい仕事にチャレンジする

ことに繋がったという話を聞いて、休まないことが自分をステップアップさせることに繋がるのだと感じました。これ

からも、休まずに学校に登校したいと思います。 

２つ目は、末永琉偉先輩のお話にあった農作業の仕事が楽しいというお話です。私は、昨年アクティブサービス

班で農作業を行いましたが、とても暑く、体力的にきつかった印象があります。その仕事を楽しいと感じることはすご

いと感じました。私も、自分が楽しいと思える仕事を見つけることができるようにしていきたいです。また、末永琉偉

先輩の話の中に「働いて好きな物を自分で買えるようになった」「将来グループホームで暮らせるようになりたい」

というお話がありました。この話を聞いて、働くことは自分の生活を充実させるということがわかりました。        

私は６月１０日から、初めて校外で産業現場等における実習を行います。今は緊張と不安な気持ちでいっぱいで

すがお二人の先輩にお話しいただいたことを生かして、頑張ってきたいと思います。最後に、お忙しい中、私たちの

ために貴重なお話をして下さいました先輩方、本当にありがとうございました。 

 



「拓け！自らの可能性 ～社会参加に向けて～」 

本校では、将来の自立と社会参加を目指すために、「自己理解」「自己選択・自己決定」「自己表現」

の経験を重ねることで、『自らの進路を自らで考える力』を高められるように、一人一人に応じた適切な

キャリア教育の充実に努めていきます。また、生徒一人一人の進路実現のために、学校、家庭、関係機関

と連携しながら進路指導を進めていきたいと考えております。 

進路希望調査は、4、５月に、高等部全学年の生徒について実施いたしました。６月末に小学部５，６年

生、中学部全学年を対象に実施します。また、高等部２、３年生についても第２回目の調査(後期現場実

習先や卒業後の進路先)を実施いたします。 

  進路に関する情報収集の場として、「保護者進路研修会」、「進路座談会」、「年金セミナー」などを

開催していく予定ですので、ぜひ御参加ください。また、事務室前の掲示板に、各事業所案内などの進

路に関わる情報を随時、掲示しておりますので、進路を考える際などに参考にしてください。 

どこの事業所を見学に行けば良いか分からない、などの御相談も受けていますので、担任を通して

進路担当者まで御連絡いただければと思います。 

  １年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

キャリア支援部 進路指導主事 江田 綾 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の進路関係の予定(６～９月)         

期日 行事名等 内容 対象学部 

６月２８日(金) 進路希望調査

配付 

進路に関する希望調査 小学部５、６年 

中学部 

高等部２、３年 

６月２９日(土) 現場実習保護

者報告会 

前期現場実習のビデオ視聴、今

後の流れの説明等 

高等部保護者 

７月１７日(水)～ 

７月２３日(火) 

進路懇談 後期現場実習や卒業後に向けた

進路に関する懇談 

高等部２年 

７月１９日(金)午前 第１回保護者進

路研修会  

市役所による福祉サービスに関

する説明等 

全学部希望保護者 

８月下旬 職業相談 ハローワークでの求職登録等 高等部３年 

企業就労希望者 

９月１０日（火） 進路ガイダンス 外部講師による職業講話 高等部生徒 

高等部希望保護者 

９月２６日(木)午前 進路座談会 高等部の現場実習のビデオの視

聴と先輩保護者の講話 

全学部希望保護者 

 


